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― 支笏湖学のすすめ その６ ― 
北海道地質調査業協会 
技術アドバイザー 若松 幹男 

 
・「樽前山の生い立ち」 
旅館が立ちならぶ支笏湖温泉の傍らに「支笏湖ビジターセンター」があります。同セン

ターで平成 20年７月に「パークガイド支笏湖」を発行しました。その中に掲載されている
「樽前山の生い立ち」の執筆を若松が担当しましたので、その一文を掲載します。この中

では、支笏湖火山の始まりから、その子供たちともいえる風不死岳、恵庭岳、樽前山など

の成り立ちを紹介しております 
  
支笏湖ビジターセンターは（財）自然公園財団支笏湖支部が管理運営するもので、昭和 55年に設置され

ました。行っている内容は、自然探勝路や自然解説板・樹名板の整備、公園を訪れる利用者に対し自然情

報の提供、利用マナーの指導、観光案内などの他、夏休みには野外での自然観察会も実施しています。 

なお、(財)自然公園財団は、平成 17年 7月 14日付けで、環境省から自然公園法に基づいて指定された

15国立公園の 19地域を活動地域とする「公園管理団体」です。「パークガイド支笏湖」は、500円で販売

されていますので、支笏湖を知りたい方は、是非、目を通してみて下さい。 

  
・はなしょうぶ短歌会の紹介 
支笏湖に隣接する苫小牧市に「はなしょうぶ短歌会」と称する短歌の同好会があります。

そこの方たちが、平成 20年 9月 10日に支笏湖ビジターセンターを訪れ、支笏湖の自然に
ついての話しを聞く機会がありました。 
支笏湖の動植物については、センター職員の瀬戸静恵さんによる分かりやすい説明があ

りました。私は、パークガイド支笏湖に「樽前山の生い立ち」の執筆をした関係もありま

して、支笏湖の生い立ちを話させてもらい、その後、支笏湖小学校の初代校長である歌人、

川村濤人（川村武夫）の歌碑（支笏湖小学校校庭の傍らにある）や千歳第一発電所、口無

沼などを案内しました。 
はなしょうぶ短歌会の鈴木生子様から、お手紙や写真、皆様で詠まれた短歌が送られて

きましたので、紹介します。同短歌会は、少人数の集まりですが、皆様、和気藹々とした

雰囲気があり、あちこちの自然にふれては、歌を詠まれているようです。 
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はなしょうぶ短歌会の皆様 
 
恵庭岳を背景に 
 左は門外漢の若松 

 
 
 
 
 
 
 
 
千歳川源流点 
 山線鉄橋を背景に 
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